
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

 

 

 

           

基準不適合発生箇所 

後部反射器において、製造公差が不適切なため、取り付け部の径が設定よりも小さくなっているものがあ

る。そのため、走行振動等により後部反射器を固定するクリップが外れ、後部反射器が脱落するおそれが

ある。 

 

改善の内容 

全車両、後部反射器を良品に交換する。 

 

識別  対策後は車台番号の末尾付近に白色のペイントマークを塗布する。 

改善箇所説明図 

基準不適合発生箇所 

注：      は改善箇所を示
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